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質問の要旨
質問
相手

① ゴミ袋について。
・ペットボトル用については廃止を。そして、可燃・不可燃用は大幅値下げを求めるが、市としての考えは。

② ゴミの減量化に向けた取組について
・令和１０年度に１２％減量目標となったが、人口減以外に何を減量させるのか。
・堆肥場建設に合せ、生ゴミの減量もできないか。

① 解放同盟発行の雑誌や新聞について
・市役所内での配付状況は。
・来年度に向けて削減予定はあるのか。
・購入しても読んでいるのか、実態調査はしているのか。

② 解放同盟活動費補助金について
・補助金の割合は妥当だと考えているのか。また、その根拠は、どの様に算出しているのか。

③ 解放同盟の了解が必要だと考えているのか。

3 交通弱者対策について
① 障がい者、高齢者等の通院手段支援は最優先の取組を
・コミュニティバスでは対応できない事例もあり、具体的な対策が整うまでタクシー券支給はできないのか。

市長

① 全国では人口減少の中、家屋・土地・森林の所有不明、相続放棄が問題となっているが、国東市の固定資産税に影響して
いるのか。

② 相続登記しない場合、家・土地の固定資産税の納入者（相続者）の名義にするような取組をしているのか。

③ 行政区も人が減少しているが、ある程度の行政区編成の指針を示す時期にきたのではないか。今後の行政区の再編成を行
わないのか。

④ 福祉関係の従事者が少なくなっている様だが、市として福祉関係の人材確保は、今後どうするのか。

① 市が賃借した駐車場を継続できなかった理由は。

② 大会等によって駐車場が満車で市道に駐車しているが、市はこのまま容認するのか。また、対策案は。

③ 市が賃借している土地はどれくらいあるのか。また、契約内容の実態は。

① ふるさと納税は「くにさき地方創生推進事業」として運用している。単独事業としては11事業で「まち・ひと・しごと総
合戦略」と組合せ29事業であるが、その運用の現状と効果は。

② 高齢化が進み地域保全の共同作業が厳しい環境にあるが、市民にもっと実感できる運用があっても良いのでは。

① 市が取組んでいる1次産業の特産物を、6次産業化への構想はあるのか。

② オリーブの生産量は、順調に推移しているのか。

③ オリーブの海外視察実施により、国東市に活用が図られると思うが、今後の構想については。

3
市民病院の今後は、市と
してどのように考えてい
るか

① 今後の医師確保について、どのような方向性を持っているのか。併せて病院の市としての位置付けは。

市長

 市民病院
事業管理者

① 今回、ある小学校のプ－ルで児童がおぼれるといった出来事が起きたが、
事故防止のために、夏休みのプ－ル解放について、今後どういう体制で臨んでいくのか。

② 今、市内３つの小学校の５、６年生が教科担任制になっているが、その成果と問題点。そして、今後の取り組みの方向性
について。

③ 先般の学校訪問時に、学習支援員や特別支援教育支援員の増員を訴えた学校が多く見られたように思うが、来年度の増員
の計画はあるのか。

④ 神戸市小学校で起きた先輩教師が後輩教師をいじめるなどの出来事が起きたが、国東市では、そういう事象が起きた場合
の体制づくりは、どうなっているのか。

① 福岡市天神で営業していた「クワトロヨッチ」は、残念ながらこの１２月末で閉店することになったと新聞に掲載されて
いた。開店して５年目になるが、その実績と閉店に至った経緯についての説明を。

② 運営をしていくための協議会での話し合いの内容と「今後の国東半島の自治体で、広域連携の新しい形を模索する」と
いったことが書かれてあったが、方向性については。

3
明石和久
（7番）
市民ク

1
ふるさと納税の運用につ
いて

市長

2
1次産業の6次産業化への
取組みについて

市長

2

2
武蔵第１グランド駐車場
について

市長

教育長

元永安行
（11番）
新世会

1
人口減少による、今後の
行政の対応について

市長

令和元年第4回国東市議会定例会　一般質問予定表

■12月10日（火）

質問事項

1
白石德明
（5番）
共産党

市長1 ゴミ行政について

2 同和行政について 市長

4
吉田眞津子
（9番）
市改ク

1
国東市におけるより良い
教育環境の整備について

教育長

2
国東半島アンテナショッ
プ等の実績と施策の方向
について

市長
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① 危険ため池の改修状況について

② ため池並びに河川の保全管理体制の整備について
   （ため池管理規程の制定）
   ・堤体等の適正管理
   ・大雨前の水量管理

   （河川管理規程の制定）
   ・堤体の適正管理
   ・農業用井堰の適正管理
   ・堆積土等の河床管理

③ 災害時の避難路並びに避難場所の整備状況は。

① 事業の費用対効果
　9月30日の大分合同新聞朝刊で市が全国に先駆けて実施した幼児保育の無償化と副食費の無償化に対して悪い例のように市
内の保育所と保護者からのコメントまで添えられて大きく報じられた。費用対効果をどう考えているのか、場合によっては来
年度の予算計上を止めてはどうかと思うが、担当課の見解は。

② 事業の民間移譲について
　民間と行政が同じ事業を行っている場合、費用対効果でより効果を出せるものは民間移譲していくべきだと考える。これま
でもむさし苑や松寿園などの老健施設を民間移譲して一般管理費を削減してきたが、同じように幼児保育事業を民間移譲して
いく考えはないか。

① 地域雇用の創出と推進について
・人口減少に歯止めを掛けるため、様々な施策が行われている。先日も田園回帰1％戦略の提唱者藤山氏による国東市の地域
別人口推移シュミレーションの発表があり、内容を伺った。
移住支援、企業誘致に力を入れ、三河市政2期の間に雇用の場は生まれていると思うが、市民からの声は変わらず働く場所が
ないというものだ。
今現在、市内で出されている求人は何名あり、市民の声をどう捉えているのか。

・長いスパンで考えると、小さな雇用を増やしていく、また、農業生産者を含め、今ある商売を承継させる事を企業誘致と併
せて推進するべきではないか。

② くにさき学について
・藤山先生から発表のあった持続できる地域を実現するためには市民の特に子供とその親世代の意識変革が必要と考えるが、
くにさき学の計画についての進捗状況は。

③ 産業創造機構について
・今年度予定していた創業支援は止まったまま。市として機構をどう評価しているのか。来年度の予定は。

・市は機構に対してどれくらいの介入ができるのか。例えば代表者の交代や、市の推薦する人物などを組み込んでいただくな
ど、必要と思われる措置が出来るような規約になっているのか。

① 昨年の六郷満山開山１３００年の成果と課題などの検証はどうなのか。

② 今年のラグビーワールドカップでインバウンド成果はどれくらいあったのか。

③ 来年の東京オリンピックに国東への観光客誘致をどのように取組んでいくのか。

① 大分市・別府市と空港を短時間でつなぐ交通手段について、市はどのように考えているのか。

② 市内各地と空港とのアクセス拡大を考えてはどうか。（空港から大分、別府、湯布院、佐伯などへの高速バスが頻繁にあ
るため）

① 医師確保の状況と、今後の病院経営についてどのように考えているのか。

② 病院への路線バス廃止の影響はどうなのか。

③ 病院の信頼回復に向けて、どのように考えているのか。

① 国東市の将来の要支援・要介護の高齢者と介護老人福祉施設の（バランス）見通しは。

② 介護老人福祉施設等で働く人材育成は。

③ 適切な支援・介護が行われているか等の調査や苦情を受け付ける窓口は。

① キウイ園等、高齢の生産者の園で伐採や放棄が見受けられるが、園地賃借や生産量の維持拡大に支援はできないか。

② 定年退職者世代を対象とした就農策として、バジルの生産拡大に支援はできないか。

① 国東市観光周遊促進支援事業の助成金を利用した旅行者等の立ち寄った土産品店や施設のデータは。

② 広い駐車場を有した道の駅が必要では。（サイクリングターミナル付近の整備）

令和元年第4回国東市議会定例会　一般質問予定表

■12月11日（水）

質問事項

1
丸小野宣康
（15番）
新風会

1 防災・減災対策について 市長

2
坂本隆之
（1番）
緑風会

1 行財政改革について 市長

2
地域雇用の創出と推進に
ついて

市長

教育長

3
堤康二郎
（17番）
新世会

1 観光行政について

2
大分空港アクセスの交通
体系について

3
市民病院の現況と今後の
展望について

市長

市民病院
事業管理者

4
石川泰也
（4番）
緑風会

1
高齢者の介護・福祉事業
について

市長

2 農業振興について

3 観光事業について


